
地方分権改革に係る提案募集研修会への講師派遣
（大分県庁）

【開催日】 平成２８年８月３１日（水）【講義・演習】

【場 所】 大分県庁舎新館５１会議室

【講 師】 内閣府地方分権改革推進室
参事官補佐 生田 浩一、井出 智
調査員 石川 友久 （栃木県から派遣）

【参加者】 大分県内の市町村職員及び県職員 ４２名
（うち、演習参加者 ２０名）

【概 要】
○講義では、「地方分権改革の経緯と成果」「提案募集方式の概要とポイント」
について、事例集や動画（政府インターネットテレビ）等も活用し、できるだけ
分かりやすい説明を行った。

○また、大分県による冒頭挨拶において２９年提案募集への意欲が示された
ことを受け、故・平松前大分県知事が提唱された「一村一品運動」に倣い、
「一村一提案」として参加市町村の積極的な提案検討を呼び掛けた。

○演習では、これまでの成果事例や過年度の提案等をもとに各班で討議テー
マを設定し、分権担当の立場で支障事例や解決策、期待される効果にそれ
ぞれ説得力があるかどうかといった視点でディスカッションを行った。

○これまで提案実績のない自治体からの参加者も多く、演習時間が短いなが
らも活発なディスカッションとなり、アンケートでは「提案募集方式のポイント
が分かりやすかった」「経験がないため演習でのテーマ設定に苦慮したが、
他自治体の意見等も聞けて良かった」等の意見があった。

受講者アンケート結果

問：研修プログラム全体に満足した
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